
 
 

 

「古きをたずねて新しきを知る」ということは、個人にとっても大切なことですが、地域に根ざして

いる学校では、特に重要だと考えています。それは、多くの人々によって築かれてきたからです。南葛

西第二小学校は、１１月２６日に４３周年を迎えます。保護者の方々にも卒業生がいらっしゃる南二

小に伝統を感じます。 

 校章の由来について、周年記念誌などを紐解きながら調べてみました。『図案は、公募され、当時の

児童とその保護者の方によってデザイン化されたものである。全体で学問を象徴する本の字形とペン

先をデザインし、下には寄せる波と浜辺をイメージしている。地域、環境、教育目標を象徴するものと

して制定された。』を記されていました。また、校歌については、左近川親水緑道や総合レクリエーシ

ョン公園に隣接し、緑の多い環境にある本校にふさわしい校歌を願って、「たきび」「ふしぎなポケッ

ト」などの作曲で有名な渡辺茂氏に依頼したそうです。（作詞者、野中十三夫は、渡辺茂氏のペンネー

ムです） 

そして、３０周年には、現在も子供たちに親しまれている、「南二小太」くんと妹の「ふたば」ちゃ

ん、４０周年には、犬のコパンが子供たちのアイデアによって生まれました。これらの記念キャラクタ

ーから、守るべきものは守り、さらに新しく創造していくことの素晴らしさを感じることができます。

また、学校の教育目標も４３年の歴史の中で何度か変化していることも知りました。 

子供たちを取り巻く環境は時代とともに変化しています。これからの時代は、予測の難しい挑戦の時

代を迎えると言われています。今の子供たちに何ができるか、何を学ばせるか、将来を見据えて大人た

ちがしっかり考えなければなりません。「知、徳、体」のバラン

スのとれた「生きる力」を育むために「何のために学ぶのか」

という学ぶ意義を共有しながら、全教職員が力を合わせ、先人

の方々が築いてきた誇りと伝統を引き継ぎ、新しい時代を築

いていきます。保護者の皆様、地域の皆様、ご支援、ご協

力よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 教育目標「自立と貢献」 ～学力保障の南二小～ 

南葛西第二小学校だより 
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朝の時間    

月:・金：朝学習 火：フッ化物 水：朝会（各週） 木：集会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 
各学年の時間 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

1 土        

2 日        

3 月 文化の日 読書旬間終       

4 火 安全指導 ５ ６ ６ ６ ６ ６ 

5 水 朝会 ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

6 木 南二道場 21 5 5 5 ６ ６ ６ 

7 金 教育実習終 スクバン校内コンサート 5 ５ 6 6 6 6 

8 土        

9 日        

10 月 縄跳びウィーク始 避難訓練 委員会 ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

11 火 町たんけん②AM ５ ６ ６ ６ ６ ６ 

12 水  ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

13 木 集会 南二道場 22 ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

14 金 就学時健康診断 事前準備⑤※４校時に給食を食べて下校 ３ ３ ３ ３ ４ ３ 

15 土        

16 日        

17 月 研究授業５校時５－２のみ  ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

18 火 社会科見学③ ５ ６ ６ ６ ６ ６ 

19 水 朝会 セーフティ教室④⑤⑥ クラブ ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

20 木 集会 南二道場 23 5 5 5 ６ ６ ６ 

21 金 縄跳びウィーク終 読み聞かせボランティア下学年 スクバン管楽器演奏会 5 ５ 6 6 6 6 

22 土        

23 日 勤労感謝の日       

24 月 振替休日       

25 火 感謝集会 ５ ６ ６ ６ ６ ６ 

26 水 開校記念日       

27 木 スケート教室④AM 南二道場 24 ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

28 金 歯科指導③ 5 ５ ５ 6 6 6 

29 土        

30 日        

【 １１月の目標 】 
健康や安全に気を付けましょう 

 １１月の予定 

〈教師のつぶやき〉 秋が深まってきました。体調を崩しがちですが、たくさん食べて元気よく過ごしましょう。  

ｂｙ 岡本 凌凱 


